【茨城史料ネットニュースレターNo.115（111から変更）】


□栃木県茂木町旧島崎家収蔵資料の集中整理 

茨城史料ネットでは、2012年度から茂木町教育委員会の資料整理を支援しており、同町旧島崎家が所蔵していた資料の救出・保全活動を継続して行ってきました。そして、2014年9月12日・13日の両日には、主に近世～明治期の文書史料を対象とした同家資料の集中整理を実施いたしました。今回は、上記の活動について、当会事務局の飯田麻由実より参加記を配信いたします。ぜひご一読ください。
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□栃木県茂木町旧島崎家収蔵資料の集中整理 

　茨城史料ネットは、2014年9月12日（金），13日（土）の両日において、栃木県芳賀郡茂木町町民センターで旧島崎家資料の集中整理を行いました。旧島崎家は江戸時代から近江商人として活躍した商家であり、元禄16年（1703）から茂木町において酒造業や金融業を営んでいた旧家です。しかし、土蔵に治められていた古文書・絵画・民具等の歴史を伝える資料が、1986年の大水害と東日本大震災で被災しました。同資料は、茂木町教育委員会からの要請で2012年7月に救出され、茂木町において全点目録化のための整理作業が進められています。
　今回の集中資料整理当日は、主催である茂木町の教育委員会の方々が主体となり、茨城史料ネットの協力のみならず、ボランティアの方や他大学の方が何人も尽力して下さり、総勢20名程でしたが熱意と誠意をもって資料と向き合いました。
　作業内容は、主に目録作成と写真撮影でした。そのため目録作成担当と写真撮影担当の二手にわかれて、さらに、目録作成は3班で作業を分担する形で進めていきました。　　
　旧島崎家の資料は多方面に渡っており、証文、手紙、帳面、本などといった様々な史料を点検し、目録を作成していきました。中には虫損がひどい部分もありましたが、文字を読み取ることが可能である程保存状態が良好な物が多かったように思われます。古文書が資料の中心であり、茂木町における旧島崎家が軸となっていましたが、本家とのつながりを感じさせる資料や親類知人と交流していたことを示す資料があり、茂木町に留まらず、他の町、そこに暮らす人たちのこともうかがい知ることができます。旧島崎家の当時の様子を語ってくれる資料は文化的に貴重であり、しっかりと後世に伝えていくべきものだと改めて思いました。
　しかし、総点数は1万点以上になるかと思われる旧島崎家の資料は、量が膨大であり、整理し、調査するための時間も人手も技術も不足してしまっているのが現状です。数多くの文化財は伝えていかなければそこで途絶えてしまい、確かにあったはずの歴史が見えなくなってしまうものです。公の財産のみならず、個人所有の文化財でもそれは同様に言えることであり、稀少な歴史文化を伝えるためには、今現在のような努力を重ねる必要があります。
　そのためにも、より広く人々の認識に文化財レスキューが行き渡るようにしていければと思います。しかし、何よりも資料整理をする私達一人一人が、自分達の行いが文化財の保全と継承の役割を成すものであるという自覚を持ち続けていくこと、そして、これからの文化財レスキューが持続的により多くの資料を救えるようになっていくことを目指していきたいと思っています。
(文責：飯田麻由実　茨城大学　大学院　修士課程・茨城史料ネット事務局)
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